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　福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
第
五
十
一
回
定
期
総
会
が
五
月
二
十
一
日
（
火
）
、
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井
に
お
い
て
、

代
議
員
28
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　宮
下
副
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
総
会
議
長
に
水
上
氏
（
県
教
組
）
を
選
出
、
来
賓
に
福
井
県
労
働
政
策
課
平
林
課
長

並
び
に
福
井
市
労
政
課
城
戸
課
長
を
迎
え
、
労
福
協 

山
岸
会
長
は
、｢

労
福
協
50
周
年
事
業
の
推
進
に
感
謝
の
意
を
表
し
、

こ
れ
ま
で
の
労
働
運
動
と
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
永
い
活
動
の
歴
史
を
若
い
世
代
に
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
に

お
い
て
も
こ
の
二
つ
の
運
動
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い｣

　と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
続
い

て
、
来
賓
両
名
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　吉
田
副
会
長
は
こ
の
一
年
間
の
活
動
報
告
か
ら
新
年
度
の
活
動
方
針
及
び
予
算
案
、
役
員
一
部
改
選
を
そ
れ
ぞ
れ
提
案

し
、
代
議
員
全
員
で
確
認
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　本
総
会
で
の
活
動
報
告
及
び
活
動
方
針
（
概
要
）
、
新
役
員
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

あいさつする山岸会長

二
〇
一
二
年
度
の
活
動
内
容

二
〇
一
三
年
度
の
活
動
方
針

　
二
〇
一
二
年
度
は
労
福
協
50

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
度
で
し

た
。こ
れ
ま
で
多
く
の
先
輩
や

関
係
者
、
関
係
団
体
の
ご
苦
労

と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
こ

と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
50
周
年

の
記
念
事
業
の
実
施
と
と
も
に

年
度
方
針
に
沿
っ
た
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。以
下
、活
動
内
容

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

１
．政
策
・
制
度
要
求

　
地
方
労
福
協
会
議
や
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
な
ど
を

通
じ
、
中
央
労
福
協
と
も
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
運
動
を

進
め
た
。① 

多
重
債
務
対
策

② 

消
費
者
運
動
と
の
連
携

の
取
組
み
　
③ 

国
際
共
同

年
組
合
の
取
り
組
み
　
ま
た
、

福
祉
事
業
団
体
の
課
題
（
諸

制
度
への
要
望
書
）を
中
心
に

対
知
事
要
請
（
２
０
１
２
年

10
月
）を
行
っ
た
。

２
．事
業
団
体
支
援
活
動

⑴
北
陸
３
県
連
合
・
労
福

協
と
北
陸
労
金
連
絡
会

議
で
現
状
の
課
題
を
共
有

し
、
今
後
に
お
け
る
自
主

福
祉
運
動
の
連
携
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

⑵
連
携
強
化
実
務
責
任
者

会
議
で
は
、
各
事
業
団
体

の
近
況
報
告
並
び
に
今
後

に
お
い
て
も
相
互
連
携
し

て
福
祉
事
業
推
進
に
取
り

組
む
こ
と
を
論
議
し
確
認

し
た
。

３
．事
業
活
動

⑴
勤
労
者
生
活
設
計
支
援

事
業
と
し
て
、「
勤
労
者

の
た
め
の
労
働
問
題
基

礎
講
座
」を
県
内
５
地
域

で
開
催
し
ま
し
た
（
総
勢

３
１
３
名
参
加
）。テ
ー
マ

は
、「
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ

事
例
と
対
処
法
」（
３
地

域
）
と
「
改
正
高
齢
者
雇

用
安
定
法
に
つ
い
て
」（
２

地
域
）で
、
そ
れ
ぞ
れ
内

容
豊
富
な
研
修
で
し
た
。

　
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談

事
業
は
、福
井
市
を
除
く

８
市（
休
日
：
巡
回
）で
、

年
２
回
（
前
期
・
後
期
）

実
施
。開
催
周
知
は
新

聞
広
告
（
２
社
）
と
自
治

体
広
報
を
活
用
し
、
延
べ

16
会
場
で
48
件
の
相
談

を
承
っ
た
。

　（｢

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
福
井
」
相
談
の
概
要

は
２
面
に
記
載
）

⑵
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と

し
て
、
第
62
回｢

福
井
県

勤
労
者
美
術
展｣

を
12

月
６
日
か
ら
４
日
間
開

催
（
３
０
８
点
展
示
・
入

場
者
数
９
８
５
名
）。
文

化
公
演
等
で
は
、労
福
協

50
周
年
記
念
事
業
と
し

て
「
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト 

二
宮
清
純
氏
の

講
演
」、
入
場
料
を
補
助

す
る
形
で
、「
デ
ィ
ズ
ニ
ー

　
・
オ
ン
・
ア
イ
ス
（
補
助

１
０
９
９
名
）」や
「
第
11

回
芸
文
い
こ
さ
寄
席
（
補

助
74
名
）」
を
募
集
し
好

評
を
得
ま
し
た
。親
子
ふ

れ
あ
い
事
業
は
、
連
合
福

井
の
各
地
協
へ
の
助
成
を

行
う
形
で
、越
前
松
島
水

族
館
、
松
原
海
岸
、
フ
レ

ア
ー
ル
和
泉
、ブ
ル
ー
パ
ー

ク
阿
納
な
ど
延
８
箇
所

で
実
施
し
、
多
く
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
し
て
、

第
23
回
福
井
勤
労
者
綱

引
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
（
福
井

市
・
福
井
市
綱
引
連
盟

と
の
共
同
開
催
）を
福
井

市
北
体
育
館
に
て
実
施
。

参
加
は
15
チ
ー
ム
で
、
連

合
福
井
の
働
き
か
け
も

あ
っ
て
、
交
流
の
部
で
の

参
加
は
若
干
増
え
た
。（
一

般
男
子
６
、
混
合
４
、
交

流
５
）

⑶
研
修
会
等
に
つい
て
は
、
退

職
前
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、社

会
保
険
労
務
士
を
招
き
、

公
的
年
金
や
退
職
後
の
社

会
保
険
制
度
を
内
容
と

し
た
研
修
や
退
職
者
団
体

連
合（
労
福
協
協
賛
）と
の

研
修
会
で
、「
元
気
に
な
り

た
い
、
顔
も
心
も
」を
テ
ー

マ
に
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
前

田
紘
一
氏
か
ら
講
義
を
受

け
た
。

　
中
央
・
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
、
連
携
や

情
報
交
換
を
行
い
、
必
要
な
課

題
に
つ
い
て
は
統
一
行
動
に
参
加

し
ま
す
。ま
た
、
県
内
の
友
誼
団

体
と
も
課
題
毎
に
連
携
を
と
り

な
が
ら
活
動
を
進
め
ま
す
。福

祉
事
業
団
体
の
事
業
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、関
係
組
織
労
働
者
を

軸
に
、
と
り
わ
け
連
合
福
井
地

協
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地

域
毎
の
運
動
展
開
を
進
め
ま
す
。

そ
の
際
、
未
組
織
労
働
者
や

O
B
の
参
加
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
推
進
し
ま
す
。

１
．政
策
・
制
度
の
改
善

⑴
自
治
体
へ
の
要
求
に
つ
い
て

は
、
連
合
福
井
並
び
に
各

地
協
と
の
協
議
を
持
ち
な

が
ら
、
事
業
団
体
の
要
求

内
容
に
照
ら
し
て
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

２
．自
主
福
祉
事
業
の
強
化
・

　
発
展

⑴
事
業
団
体
の
事
業
推
進
活

動
に
つい
て
は
、
連
合
福
井

と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
共
同
し
て
推
進
に
努

め
ま
す
。ま
た
、各
事
業
団

体
間
の
相
互
理
解
と
連
携

に
つい
て
も
、
事
業
団
体
Ｔ

Ｏ
Ｐ
連
絡
会
・
事
業
団
体

実
務
者
連
携
会
議
等
を

開
催
し
積
極
的
に
取
組
み

ま
す
。

⑵
未
組
織
関
係
へ
の
働
き
か

け
に
つい
て
は
、
大
き
な
課

題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
自
治
体
広
報
や
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
な

が
ら
働
き
か
け
を
続
け
ま

す
。

３
．事
業
活
動

⑴
生
活
設
計
支
援
の
た
め
の

事
業

①
勤
労
者
の
た
め
の
労
働
問

題
基
礎
講
座

　
福
井
地
区
を
除
く
各
地

域
は
２
年
に
１
回
の
開
催

と
な
り
ま
す
。開
催
場

所
・
時
期
に
つ
い
て
は
各

地
協
と
相
談
し
な
が
ら
開

催
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

②
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
会

　
基
本
的
に
７
月
、
２
月
を

中
心
に
、
福
井
市
以
外
の

８
市
で
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
対
応
は
顧
問
弁
護

士
や
各
事
業
団
体
に
相
談

対
応
の
協
力
依
頼
を
し
、

広
報
は
自
治
体
広
報
と

新
聞
広
告
を
基
本
と
し

ま
す
。

③
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

福
井

　
勤
労
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
、
対
外
的
に
も

認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
積
極
的

に
進
め
、
相
談
解
決
度
を

よ
り
高
め
ら
れ
る
様
に
努

め
ま
す
。

④
労
使
相
談
セ
ン
タ
ー

　
福
井
県
労
働
相
談
業
務

事
業
。昨
年
の
相
談
件
数

は
、
嶺
南
43
件
、
丹
南
49

件
で
し
た
。相
談
件
数
増

を
目
指
し
ま
す
。

⑵
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
事

業
①
第
63
回
勤
労
者
美
術
展

○
開
催
期
間

　
２
０
１
３
年
12
月
12
日（
木
）

　
　
　
　
　〜
12
月
15
日（
日
）

○
開
催
場
所

　
福
井
県
立
美
術
館

②
家
族
ふ
れ
あ
い
事
業

地
域
主
催
と
し
て
賛
同
し
、

メ
ー
デ
ー
の
家
族
参
加
も

含
め
て
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

③
文
化
公
演
への
参
加

【
ハッ
ピ
ー
ド
リ
ー
ム

　
　
　
　
　
サ
ー
カ
ス
】

○
開
催
日

　
２
０
１
３
年
６
月
９
日（
日
）

　
㏘
13
：
30
〜

○
会
　
場

　
福
井
市
新
保
町
ワ
イ
プ
ラ
ザ

新
保
店
東
側
駐
車
場

　
　
　
大
テ
ン
ト
特
設
会
場

【
第
12
回
い
こ
さ
寄
席
】

○
開
催
日

　
２
０
１
４
年
３
月
16
日（
日
）

○
会
　
場

福
井
市
文
化
会
館

④
第
24
回
福
井
勤
労
者
綱

引
フェス
テ
ィ
バ
ル

福
井
市
・
福
井
市
綱
引

連
盟
と
の
共
催
と
し
、
今

年
も
交
流
チ
ー
ム
を
中
心

に
、
参
加
増
を
目
指
し
ま

す
。

⑶
研
修
会
等
の
実
施

①
事
業
の
主
体
は
福
井
県
勤

労
者
福
祉
基
金
協
会
と

な
り
ま
す
が
、
共
同
で
必

要
で
あ
れ
ば
費
用
の
一
部

を
負
担
し
な
が
ら
、
協
力

し
て
進
め
ま
す
。

②
世
界
見
聞
ツ
ア
ー

　
第
９
回
世
界
見
聞
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　
場
所
・
日
時
に
つ
い
て
は

幹
事
会
で
検
討
・
決
定
し

ま
す
。

４
．自
治
体
、関
係
団
体
と
の

　
協
議
・
協
力

⑴
県
に
対
し
て
は
政
策
・
制

度
に
関
す
る
要
求
を
行
い
、

知
事
と
の
懇
談
の
場
を
設

定
し
ま
す
。

⑵
関
係
議
員

　
自
治
体
要
求
の
際
の
助

言
・
助
力
を
依
頼
し
ま
す
。

⑶
友
誼
団
体

　
事
業
推
進
に
あ
た
り
、
必

要
に
応
じ
て
弁
護
士
会
、

司
法
書
士
会
、
そ
の
他
関

係
す
る
団
体
に
対
し
て
協

力
を
依
頼
し
て
い
き
ま
す
。

５
．機
関
会
議
、広
報
関
係

⑴
幹
事
会
は
年
６
回
奇
数
月
、

三
役
会
議
は
年
６
回
偶
数

月
と
し
て
定
例
開
催
し
ま

す
。

⑵
事
業
団
体
Ｔ
Ｏ
Ｐ
連
絡
会

議
・
連
携
強
化
実
務
責

任
者
会
議
は
必
要
の
都
度

開
催
し
ま
す
。

⑶
広
報
に
つ
い
て
は
機
関
紙

「
ふ
く
い
労
福
協
」
を
年
６

回
発
行
し
ま
す
。

総会風景



(3)　改装第62号　2013年5月 改装第62号　2013年5月　(2)

　全労済では、医療保障に対する組合員の皆さまのニーズにお応えするため、２０１３年６月に団体生命共済の制度改定を行うこととなりま
したのでご案内申し上げます。
　このたびの改定では、入院保障が日帰り入院から対象となり、ますます充実の保障となります。
　また、団体生命共済の
契約発効日（更新日）に
かかわらず、２０１３年
６月より一斉に適用とな
りますので、契約期間の
途中であっても改定内容
が適用されます。ぜひ、
ご一読のうえ、団体生命
共済をご利用いただきま
すようお願い申し上げま
す。
　なお、これ以外にも様
々な改定がありますが、
その他の改定項目につき
ましては、団体生命共済
の取り組み内容が各団体
により異なりますので、
詳しくは全労済担当者へ
お問い合わせください。

全労済「団体生命共済」2013年6月制度改定について
（3） 主な相談内容
 〈労働相談〉　相談者は、これまで同様、小規模事業所に勤務する労働者
（労組なし）で非正規（パート目立つ）からの相談が少なくない。内容は、賃
金関係（未払い賃金多い）が多く、次いで、雇用問題（ほとんど解雇問題）、労
働時間（特に年休取得問題多い）となっている。労働契約（就業規則・雇用
契約 ) に関する相談やパワハラ・いじめ等の悩み相談（人権）もあった。

　　相談対応は、本人の意向（退職も辞さない・引き続き仕事をしたい。申し
立てする・穏便に済ませたい等）に沿ったアドバイスを行う。必要に応じて、
弁護士紹介、または連合相談員との連携を行い労働基準監督署へ誘導（同
行）した。（労働委員会のあっせんも勧める）

 〈生活関連〉　｢生活上の様々な問題・困り事｣の相談（広範囲な内容）で、
法律に関する相談や困りごと・悩み事に大別される。主な法律相談は、不
動産関連（権利）、賃貸関係、金銭トラブル、家庭問題、交通事故などの相談。
困り事や悩み事では、収入が安定していない人（特に初老の単身者や中高

年齢層の失業者、障害者等） から暮らしそのものの（生活苦など）相談も少なくない。また両親の高齢問題・介護や子供の悩み、近隣間の生活苦
情やストーカーなどさまざまな相談があった。必要に応じ、顧問弁護士の紹介（当方で面談予約＝相談料無料）や各種相談機関に誘導・紹介を
行った。また相談者の中には悩み等を打ち明ける ( 人に聞いてほしい ) だけで安心（納得）するケースも見受けられた。

 〈金銭・財産〉　｢金銭」相談は、借金整理（サラ金利用や多重債務状態含む） による相談は少なくなっているが、様々な理由（収入減少・失業・
突発的な支出・浪費など）により、クレジットの返済や既に借りている住宅ローンや教育（車）ローンの返済（ボーナス返済含む）、さらには奨学
金の返済問題など「ローン返済に困っている」相談があった。

　　他、親の入院費や子供の大学教育資金、離婚に伴う関係資金、車購入資金など資金の工面や「生活費がない」という相談、また家賃滞納中、友
人・知人間の貸借りの相談もあった。一方、財産に関しては、前年度に引き続き、相続に関する相談（生前贈与・事前相談）が目立った。主な対応
として ①借入機関で返済猶予含む返済条件緩和相談手法 ②労金で相談 ③専門家や社協等へ取次・紹介 ④簡易裁判の申立てなどのアドバイ
スを行った。

 〈社保・税その他〉　社会保険制度に関する相談が多く、特に公的年金（在職年金・併給・調整・受給など）に関することや退職時の健保・介護・
年金支給に関する問い合わせが多かった。

（4） 宣伝・周知について
　　① 福井 FMラジオ放送でＣＭを実施。平成２４年５月７日より５月３１日の期間及び１１月１日より１１月３０日の期間　　
　　　 ※平日の朝・昼・夕の１日３本。１本２０秒計１２０本。
　　② 「くらしなんでも相談」の周知に併せて新聞広告 （新聞２社）　　※年２回
　　　 タウンページの職業別 ［相談サービス］ 欄に掲載（フリーダイヤル）。


